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さ
て
本
稿
の
序
章
で
は
、
近
代
医
学
の
導
入
に
遅
れ
た
中
国
で
日
清
戦
争
後
に
日
本
学
習
ブ
ー
ム
が
高
ま
っ
た
際
、
日
本
の
近
代
医
学
に

学
ぶ
風
潮
が
生
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
一
九
○
○
年
以
後
、
す
な
わ
ち
同
仁
会
が
設
立
さ
れ
た
後
も
そ
の
動
き
は
な
お
続
い
て
い
た
。

（
１
）

「
中
外
医
学
文
化
交
流
史
』
に
よ
る
と
、
一
九
○
七
年
に
訪
日
し
た
清
政
府
の
大
臣
が
文
部
省
と
の
会
談
で
「
五
校
特
約
協
定
」
を
締
結
し

｜
、
近
代
中
国
に
お
け
る
日
本
医
学
へ
の
態
度

す
で
に
第
Ⅱ
・
Ⅲ
章
で
、
日
本
政
府
に
よ
る
中
国
侵
略
へ
の
同
仁
会
の
同
調
と
協
力
、
お
よ
び
欧
米
の
対
中
医
療
文
化
事
業
へ
の
対
抗
に

つ
い
て
例
証
し
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
同
仁
会
が
は
た
し
た
役
割
を
検
討
す
る
際
、
等
閑
視
で
き
な
い
一
側
面
が
あ
る
。
つ
ま
り
近
代
医

学
後
進
国
に
同
仁
会
が
医
療
文
化
活
動
を
行
っ
た
こ
と
は
、
結
果
的
に
日
本
の
医
学
・
医
療
を
そ
の
地
に
普
及
し
え
た
の
か
ど
う
か
。
こ
れ

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
当
疑
問
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
主
に
同
仁
会
の
も
た
ら
し
た
日
本
の
医
学
・
医
療
へ
の
中
国
の
反
応
を
手
が

か
り
に
探
っ
て
み
た
い
。

Ⅳ
同
仁
会
と
日
本
医
学
・
医
療
の
普
及

近
代
日
本
の
対
中
医
療
・
文
化
活
動

Ｉ
同
仁
会
研
究
（
四
）
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
六
巻
第
四
号
平
成
十
一
年
三
月
十
五
日
受
付

平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
、
発
行
平
成
十
一
年
九
月
十
八
日
受
理
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帰
国
留
日
医
学
生
も
積
極
的
に
学
術
団
体
を
設
立
し
た
。
う
ち
最
も
影
響
が
あ
っ
た
の
は
湯
爾
和
・
侯
希
民
が
一
九
一
五
年
八
月
に
設
立

（
３
）

し
た
「
中
華
民
国
医
学
会
」
で
、
『
中
華
民
国
医
学
雑
誌
」
を
刊
行
し
て
い
る
。
帰
国
し
た
留
日
医
学
生
は
教
育
界
・
病
院
・
研
究
所
・
政
府

（
４
）

の
衛
生
部
門
で
活
躍
し
、
『
同
仁
医
学
」
の
「
民
国
医
界
名
士
録
」
に
は
日
本
の
卒
業
者
四
十
六
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
政
府
も
日
本
医
学
の
学
習
に
熱
心
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
○
九
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
丁
福
保
を
日
本
へ
医
学
考
察
に

派
遣
し
、
彼
は
中
国
医
学
と
西
洋
近
代
医
学
の
双
方
に
精
通
し
た
の
で
、
中
国
伝
統
医
学
の
継
承
・
発
展
に
は
西
洋
近
代
医
学
と
の
融
合
が

必
要
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
中
西
合
作
」
の
考
え
を
中
国
で
最
初
に
唱
え
た
。
ま
た
一
九
一
四
年
ま
で
に
計
六
十
八
書
の
日
本
医
薬
書
を
翻

展
に
貢
献
し
た
。

た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
一
九
○
八
年
か
ら
十
五
年
間
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
（
現
東
北
大
医
学
部
）
で
毎
年
十
名
の
中
国
学
生
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
合
意
さ
れ
、
実
際
に
三
年
間
協
定
通
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
一
九
○
五
年
か
ら
一
九
三
九
年
の
三
十
四
年
間
に
日
本
の
医

学
専
門
学
校
二
十
三
校
を
卒
業
し
た
中
国
留
学
生
は
計
四
百
十
四
人
に
達
し
、
同
期
間
の
留
日
卒
業
生
の
三
・
五
％
を
占
め
て
い
た
。
た
だ

こ
の
数
字
に
は
大
学
医
薬
学
部
の
卒
業
生
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
同
仁
会
の
一
九
三
○
年
の
統
計
は
、
日
本
の
全
医
歯
薬
校
の
中

（
ク
ニ

国
出
身
者
を
計
千
百
六
人
と
し
て
い
る
。

（
３
）

留
日
医
学
生
ら
は
日
本
で
医
薬
学
術
団
体
を
設
立
し
、
ま
た
学
術
書
も
出
版
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
千
葉
医

学
専
門
学
校
の
留
学
生
は
一
九
○
六
年
に
「
中
国
医
薬
学
会
」
を
設
立
し
て
『
医
薬
学
報
」
誌
を
、
金
沢
医
学
専
門
学
校
の
留
学
生
は
「
中

国
国
民
衛
生
会
」
を
一
九
○
七
年
春
設
立
し
て
「
衛
生
世
界
』
を
、
神
戸
の
留
学
生
は
「
中
国
精
神
研
究
会
」
を
組
織
し
て
一
九
一
七
年
に

飽
芳
洲
主
編
の
「
精
神
雑
誌
』
を
出
版
し
た
。
ま
た
東
京
薬
学
専
門
学
校
・
東
京
帝
国
大
学
薬
学
科
・
千
葉
医
学
専
門
学
校
薬
学
科
な
ど
の

留
学
生
は
一
九
○
七
年
に
「
中
華
薬
学
会
」
を
設
立
し
、
一
九
○
九
年
東
京
の
明
楽
園
で
第
一
回
年
会
を
開
き
、
王
煥
文
を
会
長
に
選
出
。

そ
の
会
で
「
日
本
薬
学
雑
誌
」
に
倣
っ
た
薬
学
雑
誌
の
刊
行
を
決
め
、
一
九
一
七
年
四
月
に
「
東
京
留
日
中
華
薬
学
会
」
の
名
義
と
汪
聖
陶
．

施
明
な
ど
の
編
集
で
「
中
華
薬
学
会
雑
誌
」
を
一
年
二
回
刊
行
し
た
。
こ
の
「
中
華
薬
学
会
」
の
活
動
は
中
国
に
波
及
し
、
中
国
薬
学
の
発
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訳
し
て
『
丁
氏
医
学
叢
書
」
と
し
て
編
集
、
こ
れ
に
は
日
本
の
漢
方
著
作
も
七
書
含
ま
れ
て
い
る
。
当
『
叢
書
』
は
ロ
ー
マ
万
国
博
覧
会
の

（
５
）

最
優
等
秀
賞
を
獲
得
し
、
日
本
か
ら
は
大
陸
文
化
賞
が
送
ら
れ
た
。
一
方
、
中
国
に
招
聰
さ
れ
た
日
本
人
教
師
の
う
ち
、
医
学
教
育
従
事
者

（
６
）

は
一
九
○
九
年
段
階
で
約
五
十
名
お
り
、
全
日
本
人
教
師
の
一
○
％
を
占
め
て
い
る
。

（
７
）

『
中
国
近
現
代
科
学
技
術
史
』
第
十
二
篇
に
よ
る
と
、
辛
亥
革
命
後
の
一
九
一
二
年
、
北
京
に
国
立
北
京
医
学
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い

る
。
同
年
に
は
湘
江
医
学
専
門
学
校
（
杭
州
）
・
江
蘇
医
学
専
門
学
校
（
蘇
州
）
、
一
九
一
六
年
に
省
立
直
隷
医
学
専
門
学
校
（
保
定
）
、
一
九
二

一
年
に
江
西
公
立
医
学
専
門
学
校
（
南
昌
）
、
一
九
二
四
年
に
湖
北
医
学
専
門
学
校
（
武
昌
）
が
設
立
さ
れ
た
。
以
上
の
六
校
は
北
洋
軍
医
学
堂

と
同
様
、
す
べ
て
北
洋
政
府
が
日
本
の
明
治
政
府
の
方
式
に
倣
っ
て
開
設
し
た
政
府
管
轄
の
医
学
校
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
医
学
校
は

医
学
教
育
制
度
も
日
本
式
で
、
日
本
人
や
留
日
帰
国
生
を
教
員
に
採
用
、
教
材
も
日
本
書
の
訳
本
だ
っ
た
の
で
、
欧
米
の
教
会
医
学
校
と
対

さ
ら
に
日
本
の
医
療
へ
の
信
頼
も
高
か
っ
た
。
第
三
代
同
仁
会
副
会
長
の
入
沢
達
吉
は
同
仁
会
設
立
の
当
時
、
中
国
の
官
僚
に
診
察
を
依

（
８
）

頼
さ
れ
た
事
情
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

両
江
総
督
の
周
馥
と
い
ふ
人
の
令
息
学
海
と
い
ふ
人
が
病
気
な
の
で
、
領
事
か
ら
外
務
省
を
経
て
文
部
省
へ
依
頼
に
な
っ
て
、
そ
れ
で

診
察
に
行
く
や
う
な
事
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
…
上
海
で
数
時
間
船
を
待
つ
時
間
が
あ
っ
た
内
に
、
領
事
か
ら
の
依
頼
で
、
盛
宣
懐
と
い

ふ
人
が
病
気
で
、
是
非
診
療
し
て
呉
れ
と
頼
ま
れ
た
。
肺
が
悪
い
と
い
ふ
病
気
で
日
本
へ
転
地
療
養
を
進
め
た
。
（
中
略
）
…
総
督
か
ら

是
非
数
日
滞
在
し
て
、
い
ろ
い
ろ
医
事
衛
生
の
こ
と
に
付
て
尋
ね
た
い
。
此
息
子
さ
ん
が
自
分
は
官
吏
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
非
常
に
医

事
の
事
に
熱
心
で
あ
っ
て
、
自
分
が
出
版
し
た
医
者
の
書
物
が
六
十
巻
も
あ
る
か
ら
、
是
は
遺
物
と
し
て
進
上
す
る
か
ら
、
日
本
へ
持

っ
て
帰
っ
て
呉
と
い
ふ
話
で
あ
り
ま
し
た
。

入
沢
が
最
初
に
治
療
を
頼
ま
れ
た
周
学
海
は
、
た
し
か
に
こ
の
話
の
よ
う
に
彪
大
な
『
周
氏
医
学
叢
書
」
の
編
刊
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ま

（
９
）

た
盛
宣
懐
は
有
名
な
実
業
家
で
、
清
末
に
日
本
へ
実
業
視
察
に
行
っ
た
あ
と
、
「
考
察
日
本
報
告
」
で
日
中
の
経
済
提
携
を
語
っ
て
い
る
。

と
同
様
、
す
べ
て
北
洋
政
府
薮

医
学
教
育
制
度
も
日
本
式
で
、

時
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
。
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二
、
同
仁
会
へ
の
好
意
的
反
応

す
で
に
第
Ｉ
章
で
紹
介
し
た
ご
と
く
、
同
仁
会
は
設
立
当
初
に
会
員
募
集
と
寄
付
金
勧
誘
に
努
め
、
日
本
政
府
や
民
間
有
力
者
の
み
な
ら

ず
、
劉
坤
一
・
張
之
洞
・
哀
世
凱
な
ど
情
政
府
の
高
官
に
も
手
紙
を
出
し
て
い
た
。
ま
た
硫
朗
・
呉
汝
倫
な
ど
の
名
士
が
来
日
す
る
と
訪
問

ま
た
は
招
待
し
、
助
力
を
懇
請
し
て
い
た
。
さ
ら
に
中
国
で
医
療
活
動
を
開
始
す
る
同
仁
会
の
計
画
を
、
情
政
府
は
ど
う
受
け
止
め
た
の
だ

（
Ⅲ
）

ろ
う
か
、
同
仁
会
の
「
要
務
年
次
誌
」
に
記
録
さ
れ
た
以
下
の
貴
族
と
清
政
府
官
吏
に
よ
る
寄
付
状
況
よ
り
、
そ
の
一
面
を
窺
う
こ
と
が
で

要
す
る
に
日
中
の
関
係
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
民
間
に
も
政
府
に
も
日
本
医
学
を
導
入
す
る
状
況
が
あ
り
、
ま
た
日
本
の
医
療
・
医
学
を

信
頼
・
歓
迎
す
る
人
々
も
い
た
。
同
仁
会
の
医
療
文
化
活
動
に
よ
り
、
日
本
の
医
学
・
医
療
が
中
国
に
受
容
さ
れ
る
下
地
は
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

日
本
で
医
学
を
学
ん
だ
魯
迅
も
、
上
海
で
日
本
人
居
住
者
が
多
い
虹
口
区
に
住
ん
だ
た
め
、
日
本
人
医
師
を
自
分
と
家
族
の
主
治
医
と
す

（
川
）

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
『
魯
迅
日
記
』
に
記
載
さ
れ
た
日
本
の
医
療
関
係
者
は
二
十
六
人
に
の
ぼ
る
。
中
国
で
は
欧
米
宣
教
師
が
西
洋
近
代
医

学
の
普
及
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
後
の
日
本
の
近
代
医
学
も
注
目
さ
れ
、
多
く
の
留
日
学
生
が
医
学
を
選
択
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
は
帰
国
後
、
医
学
領
域
で
頭
角
を
現
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。
清
政
府
と
そ
の
後
の
北
洋
政
府
も
日
本
の
医
学
教
育
体
制
を
模
倣
し

美
ご
卜
主
シ
つ

た
の
で
あ
る
。

一
九
○
七
年
十
二
月
十
二
日
清
国
答
礼
大
使
と
し
て
来
朝
中
の
清
国
溥
倫
貝
子
殿
下
を
名
誉
推
戴
員
に
奉
請
、
随
員
李
清
芥
外
四
名

を
有
功
特
別
賛
助
員
に
推
薦
す
、
殿
下
は
本
会
の
趣
旨
を
喜
び
、
金
四
百
圓
を
下
賜
あ
ら
せ
ら
る
。

一
九
○
八
年
一
月
来
朝
中
の
清
国
視
察
使
達
寿
を
有
功
特
別
賛
助
員
に
、
随
員
諸
氏
を
特
別
賛
助
員
に
推
薦
す
。

一
九
○
八
年
三
月
清
国
両
広
総
督
端
方
氏
銀
一
千
圓
を
寄
付
せ
ら
る
。
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同
仁
会
が
派
遣
し
た
医
師
の
一
部
は
中
国
か
ら
の
招
聰
に
応
じ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
ほ
か
は
中
国
在
住
日
本
人
や
在
日
中
国
人
留
学
生
の

（
脇
）

協
力
で
診
療
活
動
を
始
め
た
。
一
九
○
四
年
十
二
月
に
同
仁
会
は
武
漢
総
督
・
張
之
洞
の
招
聰
に
応
じ
て
神
保
濤
次
郎
を
武
昌
府
に
送
り
、

さ
ら
に
神
保
の
提
議
に
よ
り
陸
軍
三
等
軍
医
の
河
野
豊
蔵
を
漢
口
に
派
遣
し
た
。
河
野
は
現
地
居
留
民
と
協
力
し
て
同
仁
会
支
部
を
設
け
、

（
卿
）
（
応
）

漢
口
同
仁
病
院
を
開
く
。
同
仁
会
は
年
々
こ
の
病
院
に
経
費
を
補
助
し
て
い
た
。
『
同
仁
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
河
野
院
長
は
中
国
人
の
間
で

か
な
り
人
気
が
高
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
漢
口
と
武
昌
の
中
国
人
が
発
起
人
に
な
っ
て
一
大
医
学
校
の
創
設
を
企
画
し
、
河
野
院
長
を
校
長

に
委
任
し
た
。
し
か
し
河
野
は
設
立
に
で
き
る
だ
け
協
力
は
す
る
が
、
同
仁
病
院
の
院
長
と
同
時
に
校
長
を
兼
任
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、

ほ
か
に
適
当
な
人
材
を
推
薦
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
中
国
人
は
河
野
院
長
で
な
く
て
は
承
知
せ
ず
、
結
局
設
立
は
一
時
中
止
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
漢
口
の
同
仁
病
院
に
は
信
用
も
勢
力
も
あ
り
、
ほ
か
の
日
本
人
医
師
が
開
業
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
九
一
八
年
に
同
仁
会

が
同
地
で
よ
り
大
規
模
な
病
院
を
建
設
し
た
際
、
こ
の
河
野
同
仁
病
院
は
合
併
や
協
力
の
提
案
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
明
記
さ

さ
て
一
九
二
二
年
八
月
、
北
京
日
華
同
仁
病
院
で
、
あ
る
患
者
を
診
察
し
て
細
菌
検
査
し
た
結
果
、
真
性
コ
レ
ラ
菌
が
発
見
さ
れ
た
。
病

院
は
す
ぐ
に
内
外
の
新
聞
を
通
じ
て
公
衆
衛
生
上
の
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
の
無
料
注
射
を
広
告
、
日
本
と
中
国
の
医

師
に
も
病
院
細
菌
室
特
製
の
「
ワ
ク
チ
ン
」
を
無
料
で
供
給
し
た
。
こ
の
活
動
は
中
国
官
民
の
感
謝
と
称
賛
を
博
し
、
排
日
の
先
鋒
だ
っ
た

一
九
○
八
年
九
月
有
功
特
別
賛
助
員
盛
宣
懐
氏
よ
り
金
百
圓
を
寄
付
せ
ら
る
、
尚
唐
紹
儀
氏
を
有
功
特
別
賛
助
員
に
推
薦
す
、
同
氏

よ
り
金
五
百
圓
を
寄
付
せ
ら
る
。

（
岨
）

一
九
○
三
年
制
定
の
「
同
仁
会
の
寄
付
行
為
」
に
よ
る
と
、
金
三
十
円
以
上
を
寄
付
し
た
人
を
特
別
賛
助
員
と
し
て
い
た
。
中
国
側
か
ら

の
寄
付
記
録
は
以
上
し
か
見
当
た
ら
な
い
が
、
同
仁
会
の
草
創
期
に
清
政
府
の
一
部
が
儀
礼
上
に
し
て
も
賛
同
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
・

一
方
、
同
仁
会
病
院
は
中
国
人
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
。
以
下
の
活
動
事
例
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
Ｍ
）

れ
て
い
な
い
。

一
方
、
同
仁
今

（
｜
）
診
療
活
動
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現
地
の
増
援
に
同
仁
会
本
部
は
二
回
に
わ
た
っ
て
救
護
班
を
派
遣
し
、
福
州
出
身
の
留
学
生
が
組
織
し
た
救
護
隊
へ
は
薬
品
材
料
の
調
達

（
凶
）
（
瓢
）

を
負
担
し
た
。
ま
た
こ
の
時
は
「
清
国
派
遣
の
九
十
八
名
の
医
師
が
救
護
班
に
入
っ
て
、
工
作
を
行
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
、
同
仁
会

一
九
二
年
十
月
十
日
、
情
政
府
を
打
倒
す
る
武
昌
革
命
が
起
こ
り
、
長
江
一
帯
は
戦
火
の
巷
と
化
し
た
。
そ
の
地
に
あ
る
同
仁
会
の
派

遣
医
は
み
な
救
護
に
取
り
か
か
り
、
河
野
の
経
営
す
る
漢
口
同
仁
病
院
は
比
較
的
設
備
が
整
い
、
か
つ
動
乱
の
中
心
に
位
置
し
た
た
め
、
そ

の
努
力
は
最
も
目
覚
ま
し
か
っ
た
と
い
う
。
彼
の
熱
心
さ
と
手
腕
は
す
で
に
深
く
中
国
官
民
の
信
頼
を
得
て
い
た
が
、
動
乱
の
勃
発
と
と
も

に
活
動
を
開
始
し
、
本
来
の
収
容
力
が
三
十
名
前
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
急
設
備
を
講
じ
、
二
十
八
日
に
は
官
軍
と
革
命
軍
双
方
の
傷
病
者

（
旧
）
（
別
）

九
十
名
を
収
容
し
た
。
当
時
の
状
況
を
視
察
し
た
同
仁
会
理
事
の
五
百
木
良
三
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

（
前
略
）
…
同
地
に
は
外
に
ド
イ
ツ
人
の
海
軍
側
の
野
戦
病
院
の
や
う
な
も
の
が
あ
る
が
、
之
は
官
軍
側
の
み
に
向
っ
て
の
救
護
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
日
本
の
海
軍
の
方
の
病
院
の
ご
と
き
も
の
も
一
つ
あ
る
が
、
其
等
は
ど
れ
も
同
仁
病
院
の
広
大
に
し
て
完
備
せ
る
に
は
遠
く

及
ば
な
い
。
（
中
略
）
．
：
そ
れ
故
病
傷
者
中
の
少
し
階
級
の
高
い
将
軍
達
は
、
自
ら
求
め
て
同
仁
病
院
へ
入
院
を
依
頼
し
て
来
る
と
い
ふ

一
Ⅲ
）

『
北
京
晨
報
』
す
ら
「
コ
レ
ラ
の
流
行
を
未
然
に
防
ぎ
え
た
の
は
全
く
日
華
同
仁
病
院
の
恩
恵
な
り
」
と
評
価
し
た
と
い
う
。

一
九
二
七
年
の
漢
口
四
三
事
件
の
と
き
、
同
仁
会
漢
口
病
院
の
石
井
薬
局
長
は
街
で
総
労
働
組
合
に
拉
致
・
監
禁
さ
れ
た
。
そ
こ
で
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
中
国
人
が
組
合
に
行
き
、
当
人
は
同
仁
会
の
医
師
な
の
で
穏
便
に
願
い
た
い
と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
急
に
態
度
を
一
変

し
て
遂
に
は
同
氏
に
小
児
の
病
気
診
察
を
乞
う
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
事
件
の
あ
と
、
毎
日
数
名
の
中
国
人
患
者
が
万
難
を
排
し
て
立
ち
入
り

（
Ⅳ
）

禁
止
の
租
界
内
に
入
り
、
同
院
の
治
療
を
願
っ
た
と
い
う
。

（
旧
）

な
お
同
仁
会
北
京
病
院
の
医
師
で
後
に
一
九
三
三
年
に
院
長
に
な
っ
た
塩
沢
七
晟
は
、
魯
迅
の
母
親
の
魯
瑞
も
診
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
同
仁
会
の
診
療
へ
の
信
頼
を
十
分
に
窺
わ
せ
よ
う
。

（
二
）
救
護
活
動

及
ば
な
い
。
（
中
略
）
…
そ
鞆

有
り
様
で
あ
る
（
以
下
略
）
。
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の
医
師
は
中
国
の
医
師
と
協
力
し
救
護
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
一
九
二
五
年
秋
に
始
ま
っ
た
第
三
次
奉
直
戦
が
済
南
に
及
ん
だ
と
き
、
同
仁
会
済
南
病
院
の
牧
野
院
長
は
日
本
赤
十
字
社
に
資

金
供
給
を
交
渉
。
十
二
月
十
七
日
に
三
千
五
百
円
の
支
出
を
受
け
た
後
、
同
院
の
付
属
慈
恵
診
療
所
を
日
本
赤
十
字
救
護
所
の
名
義
で
開
放

し
、
診
療
薬
価
は
全
部
無
料
に
し
て
収
容
患
者
の
食
費
と
特
別
処
置
費
を
前
記
の
補
助
金
か
ら
支
出
し
た
。
こ
れ
は
か
な
り
内
外
に
好
感
を

（
配
）

与
え
、
陸
軍
中
将
の
徐
鴻
賓
は
済
南
病
院
に
「
仁
民
愛
物
」
の
扁
額
を
寄
贈
し
厚
く
謝
意
を
表
わ
し
た
と
い
う
。

以
上
の
ご
と
く
、
中
国
内
戦
に
際
し
て
同
仁
会
は
軍
の
傷
病
者
や
戦
火
に
苦
し
む
庶
民
に
種
々
の
救
護
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
む
ろ
ん
好

評
を
博
さ
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

一
方
、
二
○
年
代
後
半
か
ら
開
始
し
た
出
版
・
翻
訳
、
日
中
医
学
界
の
連
絡
な
ど
の
事
業
は
、
日
本
医
学
の
普
及
と
日
中
交
流
の
促
進
を

目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
中
国
の
医
界
が
い
か
な
る
反
応
を
示
し
た
か
は
、
同
仁
会
に
よ
る
医
学
啓
蒙
の
効
果
を
検
証
す
る
手
が
か
り
に

同
仁
会
の
雑
誌
で
は
以
下
の
記
録
が
あ
る
。
『
同
仁
医
学
』
の
一
九
三
○
年
新
年
号
に
は
、
北
平
大
学
教
授
・
日
本
医
学
博
士
の
湯
爾
和
、

広
州
特
別
市
衛
生
局
長
・
フ
ラ
ン
ス
医
学
博
士
の
何
熾
昌
、
南
京
特
別
市
衛
生
局
長
・
ド
イ
ツ
医
学
博
士
の
胡
定
安
、
北
平
陸
軍
軍
医
学
校

教
官
兼
付
属
院
長
の
陣
輝
・
漢
口
特
別
市
衛
生
局
長
の
李
博
仁
が
賀
詞
を
寄
せ
て
い
る
。
一
九
三
一
年
の
同
誌
新
年
号
で
は
日
中
医
界
名
士

の
「
賀
詞
交
歓
会
」
が
開
か
れ
、
中
国
か
ら
四
十
六
人
、
日
本
か
ら
二
十
六
人
の
賀
詞
が
載
る
。
ま
た
一
九
三
二
年
の
同
仁
会
創
立
三
十
周

年
に
際
し
、
駐
日
公
使
の
章
作
賓
と
前
駐
日
公
使
の
王
栄
宝
、
中
国
留
日
学
生
監
督
の
劉
燧
昌
な
ど
九
人
が
「
同
仁
医
学
」
（
第
五
巻
五
号
）
に

祝
詞
を
送
り
、
一
九
三
六
年
の
「
同
仁
」
創
刊
十
周
年
で
は
湯
爾
和
、
満
州
医
科
大
学
教
授
の
閻
徳
潤
、
天
津
市
立
結
核
療
養
所
長
の
侯
希

民
な
ど
十
一
人
が
「
同
仁
」
（
第
十
巻
十
号
）
に
祝
詞
を
送
っ
て
い
る
。

同
仁
会
は
書
籍
も
刊
行
し
た
。
一
九
二
七
年
五
月
に
華
文
医
薬
学
書
刊
行
会
を
開
設
し
、
日
本
の
著
名
な
医
薬
学
書
を
中
国
語
に
訳
し
て

な
ろ
う
。

（
三
）
出
版
活
動

一
方
、
二
○
桂
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『
内
科
学
』
第
一
巻
（
一
九
三
三
年
十
月
発
行
、
一
九
四
○
年
二
月
再
版
）

『
眼
科
学
」
（
一
九
三
二
年
三
月
第
一
版
発
行
、
一
九
三
三
年
十
二
月
第
二
版
発
行
）

『
皮
唐
及
性
病
学
』
（
一
九
三
五
年
八
月
初
版
発
行
、
一
九
四
三
年
五
月
再
版
）

（
閉
）

な
お
『
同
仁
医
学
」
が
第
二
版
の
広
告
を
載
せ
る
の
は
『
眼
科
臨
症
要
領
」
『
外
科
学
総
論
」
で
あ
る
。

以
上
の
例
は
北
京
医
大
所
蔵
書
の
序
文
と
『
同
仁
医
学
」
の
広
告
に
よ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
お
そ
ら
く
実
数
は
も
っ
と
多
い
だ
ろ
う
。
こ
れ

（
妬
）

ら
中
国
書
訳
本
全
体
の
売
り
上
げ
は
以
下
の
よ
う
だ
っ
た
。

出
版
し
た
の
で
あ
る
。
総
計
で
四
十
一
書
に
及
び
、
多
く
は
同
仁
会
評
議
員
で
も
あ
っ
た
北
平
大
学
教
授
の
湯
爾
和
と
そ
の
門
下
の
業
績
だ

っ
た
。
た
と
え
ば
湯
爾
和
の
翻
訳
は
二
言
、
校
訳
は
十
四
害
、
息
子
の
湯
器
の
翻
訳
は
二
書
、
北
平
大
学
学
長
と
湯
の
門
下
ら
北
平
大
学
教

（
羽
）
（
別
）

師
の
翻
訳
は
九
害
も
あ
る
。
こ
の
北
平
大
学
を
前
身
と
す
る
今
の
北
京
医
科
大
学
の
図
書
館
に
は
、
う
ち
十
七
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
の
序
文
を
見
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
日
本
で
版
を
重
ね
た
害
の
中
国
訳
が
多
い
の
で
、
み
な
良
質
な
書
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
婦
科
学
」
第
二
版

「
泌
尿
器
科
学
』
第
四
版

「
生
理
学
』
第
七
版

一
九
三
○
年
一
○
二
二
・
七
七
圓

一
九
三
二
年
五
○
一
五
・
一
二
圓

ま
た
奥
付
に
よ
る
と
、
以
下
の
書
は
翻
訳
版
も
再
版
さ
れ
て
い
た
。

『
児
科
学
」
第
三
版

『
皮
層
及
性
病
学
』
第
四
版

「
精
選
解
剖
学
』
第
八
版
の
上
で
改
定

一
九
三
一
年
一
六
一
五
・
七
二
圓

一
九
三
三
年
七
七
八
○
・
○
八
圓
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同
会
の
『
薬
理
学
』
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
内
外
か
ら
の
注
文
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
系
の
広
東
夏
葛
女
医
専
門
学
校
ま
で
十
冊
を
注
文
し

（
洲
）

た
と
い
う
記
事
が
『
同
仁
医
学
」
に
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
害
が
医
学
校
の
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
は
当
時
の
日
本
で
最
先
端
の
害
で
あ

り
、
学
術
性
・
実
用
性
と
も
に
高
く
、
中
国
人
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

翻
訳
書
以
外
に
も
医
学
関
連
の
書
を
別
個
に
編
集
・
出
版
し
た
。
医
科
大
学
の
博
士
二
十
二
名
が
執
筆
し
た
「
四
季
の
衛
生
」
は
日
中
対

訳
で
あ
り
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
購
買
者
が
絶
え
ず
、
一
カ
所
で
数
十
部
や
百
部
を
買
っ
た
機
関
も
あ
る
。
こ
れ
を
教
材
に
採
用
し
た
学

校
は
杭
州
医
薬
専
門
学
校
・
上
海
江
湾
労
働
学
校
・
上
海
南
洋
医
学
院
・
呉
舩
中
国
公
学
校
な
ど
で
、
初
版
三
千
部
は
売
り
切
れ
て
再
版
さ

（
泌
）
（
卯
）

れ
た
。
同
様
に
編
集
し
た
「
医
院
専
用
日
華
会
話
」
も
売
り
切
れ
、
改
訂
版
が
出
さ
れ
た
。
夏
の
伝
染
病
の
注
意
目
的
に
編
墓
さ
れ
た
ヲ

右
の
よ
う
に
、
中
国
訳
医
薬
書
の
売
れ
行
き
は
良
好
で
、
日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
後
も
販
売
に
大
き
な
打
撃
は
受
け
て
い
な
い
。
こ
れ
ら

（
”
）

の
販
売
状
況
に
つ
い
て
、
上
海
内
山
書
店
元
店
員
の
児
島
享
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

昆
明
の
軍
官
学
校
な
ど
へ
、
日
本
の
医
学
書
が
非
常
に
よ
く
売
れ
ま
し
た
。
医
学
害
の
出
版
社
と
し
て
、
南
山
堂
、
南
江
堂
、
克
誠
堂
、

金
原
書
店
、
吐
鳳
堂
な
ど
を
覚
え
て
い
ま
す
。
同
仁
会
が
中
国
文
に
訳
し
た
本
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
が
、
軍
官
学
校
で
は
原
本
と
両
方

買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
く
売
れ
た
医
学
書
で
覚
え
て
い
る
の
は
、
岡
島
の
解
剖
学
、
茂
木
の
外
科
、
呉
内
科
、
土
肥
皮
層
性
病
学
、

九
三
四
年
二
六
五
九
・
五
三
圓

九
三
六
年
一
九
一
三
三
・
○
四
圓

九
三
八
年
一
一
二
○
一
・
七
二
圓

九
四
○
年
二
六
五
五
四
・
三
六
圓

九
四
二
年
（
上
半
期
）
二
三
四
七
六
・
○
四
圓

志
賀
細
菌
学
で
す
。

一
九
三
五
年

一
九
三
七
年

一
九
三
九
年

一
九
四
一
年

一
六
○
一
八
・
七
七
圓

二
三
八
三
二
・
三
二
圓

一
六
六
一
○
・
六
一
圓

三
二
五
六
三
・
八
九
圓
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同
仁
会
は
中
国
で
中
国
医
師
講
習
会
・
同
仁
会
医
学
大
会
、
ま
た
日
本
で
日
中
医
薬
学
生
談
話
会
・
中
国
医
事
座
談
会
な
ど
も
開
催
し
た
。

た
と
え
ば
中
国
医
師
講
習
会
の
第
一
回
は
一
九
二
七
年
十
月
に
青
島
病
院
で
開
か
れ
、
中
国
陸
海
軍
医
官
や
開
業
医
な
ど
計
七
十
二
名
が

受
講
し
て
い
る
。
第
二
回
は
三
○
年
五
月
に
漢
口
病
院
で
行
わ
れ
、
開
業
医
な
ど
百
四
十
三
名
が
、
第
三
回
は
三
四
年
十
月
に
北
京
日
本
ク

（
卿
）

ラ
ブ
で
七
十
余
名
が
受
講
し
て
い
る
。

講
演
者
は
日
本
か
ら
招
い
た
著
名
な
教
授
と
開
催
地
同
仁
会
病
院
の
医
師
で
あ
る
。
第
二
回
の
場
合
、
受
講
者
に
は
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・

（
お
）

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
各
国
を
卒
業
し
た
医
師
、
ま
た
中
国
伝
統
医
も
四
、
五
名
が
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
日
本
派
の
み
な
ら
ず
、
欧
米

や
伝
統
医
学
派
の
一
部
も
日
本
人
の
医
学
講
演
に
関
心
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
か
ら
は
毎
年
一
回
の
医
学
大
会
開
催
が
決
ま
り
、
第
一
回
は
八
月
八
日
と
九
日
に
青
島
病
院
で
行
わ
れ
た
。
北
京
・
天
津
．

て
い
た
・
同
仁
へ

活
動
は
、
か
な
恥

（
四
）
集
会
活
動

｛
肌
）

レ
ラ
』
は
、
『
同
仁
医
学
」
の
読
者
と
各
関
係
団
体
に
寄
贈
し
、
販
売
も
し
て
い
る
。

さ
ら
に
若
死
し
た
元
留
日
学
生
陶
烈
の
功
績
を
世
に
伝
え
る
た
め
、
『
陶
烈
論
文
集
」
を
出
版
し
た
。
彼
は
江
蘇
省
の
人
で
、
京
都
帝
国
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
に
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
の
三
宅
鉱
一
に
師
事
し
、
精
神
神
経
病
学
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
。
研
究
論
文
の
「
人
脳

（
認
）

皮
質
下
諸
神
経
核
の
細
胞
容
量
」
は
一
大
労
作
と
い
う
。
二
十
代
で
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
俊
才
で
あ
り
、
唯
物
論
の
立
場
に
立
つ
明
確

（
鋤
）

な
社
会
主
義
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
岡
田
靖
雄
氏
が
筆
者
に
寄
せ
た
私
信
に
よ
る
と
、
兄
は
文
学
者
の
陶
晶
孫
で
、
束
大
時
代
は
精
神
病
学

教
室
の
仲
間
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
、
東
北
帝
国
大
学
で
仕
事
を
し
た
と
き
は
順
天
堂
大
学
医
史
学
初
代
教
授
の
小
川
鼎
三
と
親
交
が
あ
っ

た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
仁
会
の
出
版
活
動
は
雑
誌
や
書
籍
を
介
し
、
啓
蒙
的
医
学
知
識
か
ら
最
先
端
の
医
学
研
究
成
果
ま
で
を
中
国
に
伝
え

い
た
。
同
仁
会
の
雑
誌
へ
寄
せ
ら
れ
た
中
国
医
界
の
反
響
や
中
国
訳
医
書
の
売
れ
行
き
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
日
本
近
代
医
学
の
普
及

動
は
、
か
な
り
良
好
な
成
果
を
収
め
て
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
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上
海
な
ど
か
ら
中
国
医
界
の
来
賓
が
六
人
列
席
し
、
同
仁
会
病
院
の
医
師
を
中
心
に
二
十
五
演
題
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
京
帝
国
大

学
教
授
の
永
井
潜
・
遠
山
郁
三
、
青
島
に
い
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
の
ヒ
ュ
ウ
ボ
ッ
タ
の
特
別
講
演
が
あ
り
、
現
地
に
い
た
日
中
の
医
師
と

（
洲
）

医
学
生
が
聴
講
に
臨
ん
だ
と
い
う
。
第
二
回
大
会
は
北
京
病
院
で
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
蘆
溝
橋
事
件
の
勃
発
で
中
止
に
な
っ
た
。

一
九
二
九
年
六
月
、
北
京
病
院
の
創
立
満
十
五
周
年
祝
賀
会
に
、
同
仁
会
は
理
事
の
医
学
博
士
・
金
杉
英
五
郎
と
評
議
員
の
楠
本
長
三
郎

を
派
遣
し
、
十
五
・
十
六
日
に
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
国
各
医
学
校
の
要
望
で
、
三
六
年
三
月
三
日
に
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
教
授

の
藤
浪
剛
一
と
同
仁
会
東
京
病
院
長
の
金
子
義
晁
を
派
遣
し
、
上
海
東
南
医
学
院
・
湘
江
省
立
医
薬
専
門
学
校
・
山
東
省
立
医
学
専
門
学
校
．

（
師
）

国
立
北
平
大
学
医
学
院
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。

同
仁
会
の
各
病
院
で
は
定
期
的
な
医
学
集
談
会
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
胄
島
病
院
で
も
っ
と
も
長
く
続
き
、
一
九
三
七
年
七
月
ま
で
百

（
犯
）

五
回
。
つ
い
で
済
南
病
院
で
六
十
一
回
、
ま
た
北
京
病
院
九
回
、
漢
口
病
院
一
回
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
で
は
中
日
医
薬
学
生
談
話
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
は
初
め
中
国
留
日
医
学
生
の
み
の
会
合
だ
っ
た
。
の
ち
医
界
名
士
の
講
演

会
や
名
所
旧
跡
の
参
観
な
ど
も
加
わ
り
、
一
九
三
○
年
十
一
月
ま
で
計
七
回
が
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
日
本
の
医
薬
学
生
を
加
え
て
両
国
学

生
の
連
絡
提
携
を
図
り
た
い
と
い
う
学
生
の
意
見
に
よ
り
、
規
程
を
定
め
て
中
日
医
薬
学
生
談
話
会
と
し
、
医
療
施
設
の
見
学
や
旅
行
な
ど

（
調
）

が
三
七
年
六
月
ま
で
計
十
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
柵
）

さ
ら
に
中
国
医
事
座
談
会
が
中
国
医
界
名
士
の
日
本
訪
問
に
際
し
て
開
か
れ
た
。
記
録
に
あ
る
座
談
会
は
以
下
の
三
回
が
あ
る
。

第
一
回
は
一
九
三
○
年
四
月
十
日
で
、
発
言
者
は
天
津
特
別
市
衛
生
局
長
・
全
紹
清
、
北
平
女
子
産
科
医
学
校
長
・
崔
紹
衡
広
東
国
立

中
山
大
学
医
科
教
授
・
楊
子
嬢
、
国
立
北
平
大
学
医
学
院
長
・
徐
調
明
だ
っ
た
。

第
二
回
は
一
九
三
五
年
七
月
十
五
日
で
、
出
席
者
は
上
海
自
然
科
学
学
校
教
授
・
彰
豊
根
、
上
海
東
南
医
学
院
教
授
・
陣
卓
人
、
南
京
軍

医
研
究
所
所
員
・
陶
熾
孫
、
上
海
南
通
大
学
教
授
・
戴
尚
文
、
広
東
中
山
大
学
教
授
・
荘
兆
祥
、
千
葉
医
科
大
学
皮
膚
科
副
手
・
王
烈
だ
っ

缶
催
０
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以
上
の
よ
う
に
同
仁
会
が
行
な
っ
た
医
学
講
演
と
両
国
医
界
の
学
術
交
流
や
対
話
は
、
中
国
医
界
の
賛
同
を
か
な
り
得
て
い
る
。
出
版
も

含
め
た
そ
れ
ら
の
活
動
は
、
日
本
の
近
代
医
学
・
医
療
を
中
国
に
紹
介
し
、
両
国
医
界
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
て
い
た
。

一
九
二
○
年
代
後
半
か
ら
日
中
両
国
の
衝
突
が
激
化
し
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
交
流
が
あ
る
程
度
円
滑
に
進
ん
だ
こ
と
は
評
価

し
て
い
い
。
こ
れ
に
は
同
仁
会
の
努
力
と
と
も
に
元
留
日
医
学
生
の
助
力
も
大
き
か
っ
た
。

（
狐
）

医
薬
書
の
中
国
訳
は
み
な
彼
ら
が
担
当
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
湯
爾
和
は
同
仁
会
の
評
議
員
に
も
選
出
さ
れ
て
い
る
。
賀
詞
を
送
っ
た
り
、

交
流
活
動
に
参
加
し
た
中
国
人
と
「
医
界
名
士
録
」
の
元
留
日
学
生
の
名
前
・
職
務
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
の
衛
生
部
門
・
医
学
校
・

病
院
の
重
職
が
多
か
っ
た
。
ち
な
み
に
前
述
の
医
師
講
習
会
で
、
第
二
回
に
百
人
以
上
の
聴
衆
が
あ
っ
た
の
は
、
漢
口
衛
生
局
長
で
元
留
日

（
蛇
）

学
生
の
李
博
仁
が
武
正
一
院
長
を
助
け
て
集
め
た
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。

同
仁
会
幹
部
と
縁
故
が
あ
っ
た
人
物
も
い
る
。
上
海
中
央
衛
生
試
験
所
長
の
陣
方
之
博
士
が
日
本
で
住
血
虫
の
病
理
を
研
究
し
て
い
た
と

き
、
住
血
吸
虫
は
甲
州
地
方
に
多
い
た
め
山
梨
県
立
病
院
の
武
正
一
院
長
に
研
究
上
の
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

陣
方
之
が
北
伐
軍
の
軍
医
長
に
な
っ
て
武
漢
に
入
る
と
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
武
正
一
が
漢
口
（
武
漢
の
一
部
）
の
同
仁
病
院
長
に
就
任
し
た
時

（
咽
）

で
あ
り
、
互
い
に
そ
の
奇
遇
に
驚
い
た
と
い
う
。
ま
た
同
仁
会
の
医
書
中
国
訳
に
参
与
し
た
北
平
大
学
学
長
の
徐
調
明
は
、
同
仁
会
理
事
で

（
州
）

東
大
医
学
部
教
授
の
稲
田
竜
吉
に
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
。

湯
爾
和
も
日
本
留
学
時
に
、
の
ち
に
同
仁
会
理
事
を
つ
と
め
た
森
島
庫
太
や
長
与
又
郎
と
面
識
が
あ
っ
た
。
彼
は
中
国
に
帰
国
し
た
の
ち

政
界
・
医
界
で
活
躍
す
る
傍
ら
、
同
仁
会
に
助
力
を
お
し
ま
ず
、
会
長
の
内
田
康
哉
や
副
会
長
の
入
沢
達
吉
と
親
交
を
結
び
、
同
仁
会
北
京

（
幅
）

病
院
の
建
設
に
も
直
接
・
間
接
に
助
け
た
と
い
う
。
日
本
で
築
か
れ
た
間
柄
と
師
弟
の
情
も
あ
っ
て
、
同
仁
会
は
中
国
で
円
滑
な
医
学
交
流

を
な
し
え
た
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

第
三
回
は
一
九
三
六
年
八
月
十
雨

教
授
の
孫
道
夫
と
章
志
清
だ
っ
た
。

九
三
六
年
八
月
十
四
日
で
、
出
席
者
は
東
南
医
学
院
教
授
の
湯
議
舟
・
黄
希
明
と
元
教
授
の
戴
尚
文
、
漸
江
医
薬
専
門
学
校
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三
、
同
仁
会
が
受
け
た
拒
絶
と
批
判

同
仁
会
が
も
た
ら
し
た
日
本
の
先
進
的
な
医
学
は
、
近
代
医
学
の
発
展
が
遅
れ
て
い
た
中
国
の
手
本
と
も
さ
れ
、
そ
の
多
様
な
学
術
活
動

と
交
流
も
中
国
人
お
よ
び
中
国
医
界
に
少
な
か
ら
ず
歓
迎
さ
れ
た
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
上
記
の
史
実
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
日
中

関
係
が
険
悪
な
時
代
に
な
る
と
、
日
本
政
府
の
中
国
侵
略
に
対
す
る
反
日
潮
流
の
渦
中
に
同
仁
会
は
巻
き
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
同
仁
会
自
体

に
侵
略
協
力
の
側
面
が
強
ま
る
に
つ
れ
中
国
医
界
の
反
応
も
当
然
変
化
し
た
。
こ
の
経
緯
を
検
証
す
る
な
ら
、
同
仁
会
の
医
学
・
医
療
普
及

（
妬
）

活
動
と
文
化
交
流
が
ど
れ
ほ
ど
成
功
し
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。
ま
ず
同
仁
会
病
院
の
中
国
人
患
者
数
の
変
化
（
表
７
）
か
ら
、
病

院
経
営
の
状
況
を
分
析
し
て
み
た
い
。

さ
て
二
○
年
代
後
半
か
ら
日
本
は
中
国
へ
の
侵
略
を
強
め
、
一
九
三
七
年
の
蘆
構
橋
事
件
ま
で
一
連
の
事
件
・
事
変
を
起
こ
し
て
き
た
。

す
な
わ
ち
二
七
年
の
漢
口
事
件
、
二
八
年
の
済
南
事
件
な
ど
。
三
○
年
代
か
ら
さ
ら
に
露
骨
に
な
り
、
三
一
年
に
藩
陽
事
件
（
九
・
一
八
事
変
）
、

二
一
年
に
上
海
事
変
と
満
州
事
変
を
起
こ
し
、
つ
い
に
中
国
東
北
地
方
を
植
民
地
に
し
た
上
、
全
面
的
な
侵
略
姿
勢
を
見
せ
始
め
た
。
各
事

件
・
事
変
が
起
こ
る
た
び
に
中
国
人
の
反
日
感
情
は
激
化
し
、
日
本
商
品
の
不
買
運
動
な
ど
の
反
日
活
動
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
表
で
各
病
院

の
患
者
数
の
変
化
を
見
る
と
、
二
七
年
に
漢
口
病
院
、
二
八
年
に
北
京
病
院
と
済
南
病
院
、
三
一
・
三
二
年
に
は
各
病
院
と
も
激
減
し
て
い

る
。
当
変
化
は
、
同
仁
会
各
病
院
の
患
者
数
が
日
中
関
係
に
敏
感
に
反
応
し
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
同
仁
会
自
編
の
二
十
年

誌
」
「
三
十
年
史
』
『
四
十
年
史
」
も
、
患
者
数
の
下
落
は
各
事
件
・
事
変
後
の
反
日
風
潮
の
影
響
だ
っ
た
と
記
す
。

こ
う
し
た
反
日
感
情
・
抗
日
運
動
は
、
同
仁
会
の
災
害
救
援
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
『
同
仁
医
学
』
に
「
日
本
対
中
国
水
災
之
義
挙

（
”
）

幾
付
流
水
」
（
中
国
水
害
へ
の
日
本
の
義
挙
は
水
に
流
さ
れ
た
も
同
然
）
、
と
い
う
一
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
三
一
年
七

月
か
ら
長
江
が
激
し
く
氾
濫
し
た
。
同
仁
会
は
す
か
さ
ず
漢
口
病
院
を
中
心
に
診
療
救
護
班
を
組
織
、
日
本
在
留
の
中
国
医
師
・
医
学
生
を

募
集
し
て
現
地
に
送
り
、
薬
品
・
衛
生
材
料
を
蒐
集
・
義
椙
し
て
救
援
活
動
に
励
ん
だ
。
初
め
は
中
国
側
に
感
謝
さ
れ
、
寄
贈
品
も
受
け
取

ら
れ
た
が
、
救
護
第
四
班
（
中
国
医
師
団
）
が
漢
口
に
到
着
し
た
時
に
ち
ょ
う
ど
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
の
で
、
中
国
側
の
態
度
が
が
ら
り
と
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1917年
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表7同仁会病院中国人患者数一覧(46）

北京病院 漢口病院 胄島病院

9444

7638

9609

15610

18694

20219

17800

31064

35261

32843 18043

35245 18475

33215 24382

44650 28484 41326

45365 17631 36456

36346 3249］ 42084

42804 32332 46563

46001 41177 43461

30217 21773 2871］

18620 21772 31984

21063 22242 33841

25005 35075 42463

26534 35563 43328

35712 29885 58532

37376 11689* 27194**

626

済南病院

94515

85420

87833

44329

43414

44815

36270

30725

32541

44776

46784

46758

20750***

*8月6日まで，＊*8月28日まで，＊**8月15日まで
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変
わ
る
。
す
な
わ
ち
九
月
一
七
日
の
上
海
到
着
時
は
港
で
衛
生
署
長
の
劉
瑞
恒
ほ
か
末
子
文
・
孔
祥
煕
・
伍
連
徳
な
ど
が
出
迎
え
、
翌
日
に

は
孔
祥
煕
の
歓
迎
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
事
変
が
起
き
た
一
八
日
に
漢
口
に
到
着
す
る
と
一
人
の
歓
迎
者
も
な
く
、
さ
ら
に
中
国
国
民
政
府

賑
災
委
員
会
は
面
会
を
避
け
、
義
損
品
も
拒
絶
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
医
薬
界
が
寄
贈
し
た
六
万
円
相
当
の
薬
品
、
ま
た
中
国
水
害
同
情

会
が
集
め
た
六
十
万
円
相
当
の
物
品
は
引
き
取
り
手
が
な
く
、
山
ほ
ど
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
ま
さ
に
遺
憾
だ
っ
た
に
相
違
な
く
、
そ
れ
を
同

記
事
は
「
此
等
経
手
者
既
非
常
費
気
損
失
、
而
義
椙
者
又
失
本
懐
、
不
知
其
両
者
何
以
為
情
也
。
」
（
こ
の
関
係
者
は
意
気
消
沈
し
、
義
損
者
も
本

懐
を
失
っ
た
。
両
者
の
心
情
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
）
と
記
す
。
同
仁
会
は
「
以
為
医
属
仁
術
、
当
然
超
塵
絶
世
、
無
国
際
政
治
之
分
。
」

（
医
は
仁
術
で
当
然
俗
世
を
超
絶
し
、
国
際
政
治
と
無
縁
）
だ
と
い
う
が
、
中
国
政
府
は
「
以
葛
藤
如
此
、
国
交
或
断
、
夫
何
心
兼
受
恵
。
」
（
か
く

も
の
葛
藤
で
国
交
も
断
と
う
と
す
る
の
に
、
ど
う
し
て
恩
恵
を
受
け
る
心
に
な
れ
よ
う
）
だ
っ
た
と
い
う
。
双
方
の
当
事
者
と
も
に
当
然
の
心
情
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
出
来
事
は
同
仁
会
の
救
援
活
動
す
ら
日
中
の
政
治
関
係
を
超
越
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
中
国
侵
略
開
始
に
と
も
な
い
、
同
仁
会
の
病
院
経
営
は
悪
化
に
向
か
い
、
救
護
活
動
ま
で
挫
折
を
強
い
ら
れ
た
。
さ

ら
に
三
○
年
代
の
初
め
、
た
て
続
け
に
起
き
た
露
骨
な
日
本
の
侵
略
事
件
に
対
し
て
中
国
の
反
日
・
抗
日
は
一
層
激
し
さ
を
増
し
、
中
国
世

論
に
も
同
仁
会
を
非
難
す
る
声
が
上
が
っ
た
。

（
岨
）

一
九
三
一
年
二
月
、
上
海
「
医
薬
評
論
』
誌
第
七
十
期
に
李
子
舟
と
い
う
読
者
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ
た
。
「
暴
日
医
薬
侵
略
我
国
之
一
斑
」

（
我
が
国
へ
の
日
本
の
医
薬
侵
略
の
一
斑
を
暴
く
）
と
題
し
、
同
仁
会
の
組
織
と
施
設
は
政
治
・
経
済
・
文
化
の
侵
略
を
兼
備
し
て
い
る
と
主
張

す
る
。
具
体
的
に
は
、
副
会
長
の
入
沢
達
吉
に
政
治
的
色
彩
が
あ
り
、
同
仁
会
の
活
動
に
は
中
国
の
内
政
探
査
と
日
本
の
恩
恵
の
押
し
つ
け

の
面
が
あ
る
と
論
じ
、
ま
た
同
仁
会
の
雑
誌
上
で
日
本
の
医
薬
広
告
を
掲
載
し
売
り
込
む
の
は
経
済
侵
略
と
し
た
。
さ
ら
に
東
京
教
育
会
館

に
お
け
る
中
国
医
薬
考
察
団
の
歓
迎
会
で
、
小
野
理
事
が
中
日
の
医
薬
文
化
の
提
携
を
呼
び
か
け
た
の
は
政
治
的
宣
伝
だ
と
決
め
つ
け
る
。

あ
る
宴
会
の
席
上
で
入
沢
が
「
日
本
過
小
、
中
国
過
大
、
似
不
相
称
」
（
日
本
は
過
小
で
中
国
は
過
大
、
ど
う
も
釣
り
合
わ
な
い
）
と
発
言
し
た
の

も
、
中
国
の
土
地
を
日
本
が
占
領
し
よ
う
と
す
る
の
を
是
認
し
て
い
る
と
い
う
。
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こ
の
や
り
と
り
を
噴
矢
に
、
「
医
薬
評
論
』
と
小
野
理
事
の
論
戦
が
始
ま
っ
た
。
「
医
薬
評
論
』
は
第
七
十
七
号
の
社
論
に
魏
成
之
の
「
復

小
野
徳
一
郎
誇
李
子
舟
兼
論
『
医
薬
評
論
社
』
」
（
小
野
得
一
郎
の
李
子
舟
を
さ
と
し
、
「
医
薬
評
論
社
』
を
論
ず
に
こ
た
え
る
）
を
掲
載
し
、
李
子

（
帥
）

舟
の
間
接
的
な
推
測
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
事
例
を
列
挙
し
て
小
野
の
弁
解
を
質
し
た
の
で
あ
る
。

１
同
仁
会
病
院
の
経
費
は
日
本
政
府
が
支
出
し
て
お
り
、
政
府
と
無
関
係
で
は
な
い
。

２
同
仁
会
済
南
病
院
・
牧
野
院
長
は
済
南
事
件
の
後
、
親
善
の
態
度
を
一
変
し
て
最
も
激
し
い
侵
略
支
持
者
と
な
り
、
同
仁
会
本
部
の
懐

柔
的
方
針
と
意
見
が
合
わ
ず
辞
職
し
た
。

３
満
州
事
変
後
、
済
南
病
院
は
中
央
銀
行
の
紙
幣
が
通
用
し
な
い
と
誤
伝
し
、
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
た
。

続
い
て
七
十
八
号
も
郭
培
青
の
社
論
「
質
問
同
仁
会
理
事
小
野
徳
一
郎
的
幾
句
話
」
（
同
仁
会
理
事
・
小
野
得
一
郎
の
話
の
い
く
つ
か
に
質
問
す

る
）
を
載
せ
、
日
本
政
府
は
済
南
事
件
後
、
な
ぜ
済
南
病
院
を
軍
事
計
画
中
枢
に
し
た
の
か
、
な
ぜ
「
医
即
仁
術
」
の
同
院
院
長
・
牧
野
融
が

全
身
武
装
し
て
日
本
軍
の
閲
兵
式
に
参
加
し
た
の
か
、
な
ぜ
軍
事
長
官
は
い
つ
も
同
院
で
軍
事
会
議
を
開
く
の
か
と
詰
問
し
た
。

済
南
事
件
で
日
本
軍
は
山
東
省
に
出
兵
し
、
現
地
の
中
国
国
民
に
大
き
な
苦
痛
を
与
え
た
。
そ
の
な
か
で
表
で
は
「
医
学
普
及
・
交
流
」

を
唱
え
、
裏
で
は
軍
の
侵
略
に
協
力
す
る
と
い
う
同
仁
会
の
姿
勢
が
中
国
医
薬
界
ま
で
憤
慨
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
野
理
事
の
弁

解
に
対
す
る
、
こ
れ
ら
「
医
薬
評
論
』
の
一
連
の
反
論
か
ら
読
み
取
れ
る
。
さ
ら
に
小
野
理
事
は
「
答
郭
培
青
君
的
質
問
」
（
郭
培
胄
君
の
質
問

と
強
調
し
、
自
分
と
↓

患
え
ん
）
と
退
け
る
。

同
仁
会
の
小
野
理
事
は
す
ぐ
に
「
同
仁
医
学
」
に
「
諄
李
子
舟
兼
論
『
医
薬
評
論
社
屋
（
李
子
舟
を
さ
と
し
、
「
医
薬
評
論
社
」
を
論
ず
る
）
と

（
婚
）

い
う
反
論
を
記
し
、
李
の
批
判
を
一
々
否
定
し
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
中
国
で
の
同
仁
会
病
院
以
外
は
日
本
国
内
の
活
動
で
あ
り
、
そ
れ

を
侵
略
な
ど
と
議
論
す
る
余
地
も
な
い
。
中
国
の
同
仁
会
病
院
は
院
長
・
医
師
か
ら
薬
局
生
・
看
護
婦
ま
で
、
「
医
即
仁
術
」
だ
け
で
政
治
経

済
の
何
た
る
か
を
知
る
由
も
な
い
。
医
薬
品
の
販
売
は
中
日
と
も
貿
易
の
自
由
で
あ
り
、
し
か
も
薬
商
が
行
う
こ
と
で
同
仁
会
と
は
無
関
係

と
強
調
し
、
自
分
と
入
沢
副
会
長
の
談
話
に
対
す
る
解
釈
は
曲
解
に
す
ぎ
ず
、
「
欲
殼
之
語
、
何
患
無
辞
」
（
穀
を
欲
す
る
の
語
、
何
ぞ
辞
な
き
を
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２
非
戦
闘
員
の
済
南
病
院
長
が
「
武
装
」
し
て
軍
の
閲
兵
式
に
参
加
す
る
な
ど
、
絶
対
に
あ
る
は
ず
が
な
い
。
た
だ
し
閲
兵
式
の
と
き
、

軍
は
居
留
民
を
招
待
す
る
例
が
あ
る
の
で
院
長
も
参
観
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
好
き
な
狩
猟
服
を
着
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

３
病
院
が
軍
事
占
領
を
さ
れ
た
以
上
、
日
本
の
軍
事
長
官
が
い
つ
も
同
院
に
来
て
軍
事
会
議
の
場
所
に
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
小
野
理
事
は
済
南
事
件
当
時
、
済
南
病
院
が
日
本
赤
十
字
社
と
協
力
し
て
同
院
に
救
護
所
を
開
設
し
、
中
国
人
傷
病
者
を
収
容
し

た
こ
と
を
事
業
報
告
書
の
一
部
を
抄
録
し
て
証
明
し
た
。
こ
の
中
国
医
界
の
諒
解
を
望
ん
だ
事
業
報
告
書
の
抄
録
は
、
小
野
理
事
の
請
求
に

（
詑
）

よ
り
「
医
薬
評
論
』
の
八
十
二
号
に
転
載
さ
れ
た
。

し
か
し
事
件
発
生
の
当
時
、
同
仁
会
本
部
が
軍
に
全
面
的
に
協
力
す
る
よ
う
済
南
・
胄
島
病
院
に
対
し
指
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に

第
一
章
で
同
仁
会
自
身
の
記
録
で
明
ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
病
院
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
や
む
を
得
ず
軍
事
中
枢
に
さ
せ
ら
れ
た
と

い
う
の
は
当
を
得
な
い
。
済
南
事
件
後
に
軍
事
侵
略
の
支
持
者
と
な
っ
て
同
仁
会
本
部
と
決
別
し
た
牧
野
院
長
が
、
狩
猟
服
を
着
て
閲
兵
式

に
参
列
し
た
と
い
う
の
も
言
葉
に
つ
ま
っ
た
弁
解
に
し
か
み
え
な
い
。
一
方
、
小
野
理
事
は
中
国
の
傷
病
者
を
救
護
し
た
事
実
で
同
仁
会
の

潔
白
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
日
本
軍
へ
の
協
力
が
相
殺
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
読
者
の
諒
解
を
得
る
の
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

「
医
薬
評
論
」
八
十
三
号
は
、
ふ
た
た
び
李
子
舟
の
「
以
其
治
人
之
道
還
治
其
人
之
身
Ｉ
訓
日
本
同
仁
会
理
事
小
野
徳
一
郎
」
（
そ
の
人
の

道
を
治
め
る
を
以
て
、
そ
の
人
の
身
を
治
め
る
に
還
す
Ｉ
同
仁
会
理
事
・
小
野
徳
一
郎
を
い
ま
し
む
）
と
題
す
る
小
野
理
事
へ
の
反
論
を
掲
載

（
弱
）

し
た
。
同
仁
会
は
東
ア
ジ
ア
の
衛
生
を
改
善
す
る
の
を
主
旨
と
し
、
本
部
の
機
関
は
日
本
に
あ
る
か
ら
「
侵
略
な
ぞ
議
論
す
る
余
地
も
な
い
」

と
し
た
ら
、
な
ぜ
『
同
仁
医
学
」
を
東
京
か
ら
中
国
に
郵
送
し
て
世
間
を
惑
わ
す
の
か
。
同
仁
会
の
施
設
が
政
治
文
化
経
済
の
侵
略
を
兼
ね

て
い
る
と
指
摘
す
る
と
、
す
ぐ
慌
て
て
弁
解
し
た
こ
と
こ
そ
ま
さ
し
く
政
治
色
彩
が
あ
る
の
を
物
語
っ
て
い
る
な
ど
と
い
い
、
い
さ
さ
か
感

１
済
南
事
件
で
済
南
病
院
が
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
た
の
は
同
仁
会
の
本
意
で
な
い
。
軍
事
占
領
に
対
し
実
力
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
け
れ

ば
、
相
手
の
要
求
に
従
う
し
か
な
い
。

（
別
）

に
答
え
る
）
で
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
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著
者
以
明
噺
眼
光
、
批
評
犬
養
、
今
犬
養
已
美
。
而
所
謂
同
仁
会
会
長
之
内
田
、
又
張
牙
舞
爪
、
登
外
交
之
台
、
而
猛
行
其
侵
略
政
策

実
。
図
窮
七
見
。
事
実
即
在
目
前
。
不
知
小
野
氏
、
又
将
何
以
解
之
。
（
著
者
の
李
子
舟
は
明
蜥
な
眼
光
で
犬
養
を
批
評
し
た
が
、
い
ま
犬
養

が
死
し
た
。
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
同
仁
会
会
長
の
内
田
が
張
り
つ
め
た
牙
と
舞
う
爪
で
外
交
舞
台
に
登
り
、
侵
略
政
策
を
猛
行
し
て
い
る
。
謀
略
は
き

わ
ま
り
、
あ
い
く
ち
も
見
え
た
。
事
実
は
目
の
前
に
あ
る
。
小
野
は
こ
れ
を
弁
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
）

右
の
文
は
同
仁
会
会
長
の
内
田
康
哉
が
外
務
大
臣
に
な
り
、
「
焦
土
外
交
」
つ
ま
り
「
満
蒙
問
題
の
た
め
に
国
を
焦
土
に
し
て
も
主
張
を
貢

（
認
）

徹
す
る
」
方
針
で
、
侵
略
政
策
を
実
施
し
た
の
を
指
す
に
違
い
な
い
。
李
子
舟
の
論
は
直
接
証
拠
に
欠
け
て
感
情
的
な
部
分
は
あ
る
が
、
日

本
の
い
う
「
中
日
親
善
」
が
し
ば
し
ば
中
国
侵
略
に
変
質
し
、
同
仁
会
の
組
織
と
戦
時
下
の
行
動
も
十
分
に
こ
れ
を
疑
わ
せ
る
面
が
あ
っ
た

の
で
、
こ
う
し
て
批
判
し
た
の
だ
ろ
う
。
小
野
理
事
と
の
論
争
も
こ
の
一
文
で
幕
を
下
ろ
し
た
。

以
上
の
ご
と
く
小
野
は
同
仁
会
の
活
動
を
再
三
弁
解
し
た
が
、
つ
い
に
『
医
薬
評
論
」
誌
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
同
誌

（
開
）

は
一
九
二
九
年
に
中
国
薬
学
会
が
創
刊
し
、
医
薬
知
識
を
啓
蒙
し
、
衛
生
に
つ
い
て
議
論
す
る
な
ど
、
か
な
り
影
響
の
あ
っ
た
衛
生
誌
で
あ
る
。

中
国
薬
学
会
の
前
身
は
留
日
薬
学
生
が
一
九
○
七
年
に
東
京
で
設
立
し
た
中
華
薬
学
会
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
日
本
と
浅
か
ら
ぬ
縁
の

あ
っ
た
学
会
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
か
同
誌
一
九
二
九
年
十
八
号
は
主
編
の
楮
民
誼
に
宛
て
た
小
野
の
中
国
訳
医
薬
書
出
版
を
知
ら
せ
る
手
紙

（
死
）

を
掲
載
し
た
が
、
そ
の
三
年
後
に
あ
え
て
同
仁
会
を
非
難
す
る
文
章
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
小
野
と
の
論
戦
ま
で
発
展
さ
せ
た
。
こ
れ
は
信
頼

も
し
た
日
本
医
学
が
侵
略
に
利
用
さ
れ
、
日
中
親
善
に
も
裏
切
ら
れ
、
か
れ
ら
の
日
中
文
化
交
流
ま
で
汚
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
隠
し

あ
る
は
ず
だ
と
い
い
、
偽
菫

（
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
の
補
足
）
。

情
的
な
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
は
「
上
海
事
変
」
が
発
生
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
孫
文
の
旧
友
で
も
あ
っ
た
犬
養
毅
は

中
日
親
善
を
唱
え
て
い
た
が
、
首
相
に
な
る
と
す
ぐ
軍
を
派
遣
し
て
満
州
を
占
領
し
、
上
海
ま
で
攻
撃
し
た
。
上
海
に
あ
る
日
本
人
の
福
民

病
院
も
日
本
軍
の
軍
事
事
務
に
協
力
し
て
い
る
。
李
子
舟
は
こ
れ
ら
の
例
を
挙
げ
、
中
日
親
善
を
提
唱
す
る
に
は
別
の
目
的
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
は
ず
だ
と
い
い
、
偽
善
的
中
日
親
善
に
裏
切
ら
れ
た
憤
慨
感
を
表
わ
し
て
い
る
。
同
じ
気
持
ち
は
同
誌
の
「
編
者
日
」
に
も
出
て
い
る
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四
、
小
結

以
上
、
同
仁
会
に
よ
る
日
本
の
近
代
医
学
・
医
療
の
普
及
活
動
を
分
析
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
近
代
中
国
に
は
日
本
医
学
の
学
習
意
欲

と
日
本
医
療
へ
の
信
頼
が
背
景
に
あ
っ
た
た
め
、
日
本
の
先
進
医
学
と
医
療
を
同
仁
会
が
中
国
に
普
及
さ
せ
得
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
同
仁
会
病
院
の
診
療
は
初
期
か
ら
一
九
二
○
年
代
中
頃
ま
で
は
、
官
僚
か
ら
民
衆
に
ま
で
受
け
容
れ
ら
れ
る
傾
向
が
確
か
に
あ
っ
た
。

中
国
の
医
師
と
連
絡
し
て
救
護
活
動
を
進
め
た
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
二
○
年
代
後
半
か
ら
日
本
政
府
が
中
国
侵
略
を
強
め
る
に
つ
れ
、
医

療
や
救
護
活
動
は
反
日
の
渦
中
に
立
た
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
、
新
規
に
始
め
た
出
版
・
翻
訳
事
業
は
、
衛
生
知
識
や
日
本
最
新
の
医
学
研
究

情
報
を
中
国
に
伝
え
、
多
様
な
集
会
活
動
も
日
中
医
界
の
対
話
を
増
進
し
た
。
し
か
し
侵
略
に
協
力
的
な
同
仁
会
の
側
面
が
明
る
み
に
出
る

と
、
も
は
や
「
文
化
交
流
」
で
そ
れ
を
覆
い
被
す
こ
と
は
で
き
ず
、
激
し
い
批
判
を
浴
び
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
同
仁
会
が
近
代
医
学
と
医
療
の
普
及
に
は
た
し
た
役
割
は
一
定
程
度
認
め
ら
れ
た
。
と
く
に
翻
訳
・
販
売
し
た
医
薬
言
が
、
両

国
の
関
係
を
超
え
て
中
国
に
受
け
容
れ
ら
れ
た
の
は
評
価
し
て
い
い
。
し
か
し
特
殊
な
時
代
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
の
活
動
は
反
日
潮
流
の

抵
抗
を
受
け
、
さ
ら
に
侵
略
へ
の
協
力
が
中
国
医
界
の
離
反
を
招
い
た
。
日
本
近
代
医
学
の
普
及
と
い
う
同
仁
会
の
目
的
は
、
最
終
的
に
開

花
以
前
の
蕾
の
ま
ま
枯
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

き
れ
な
い
怒
り
の
発
露
、
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
同
仁
会
設
立
の
一
九
○
二
年
か
ら
蘆
溝
橋
事
件
勃
発
の
一
九
三
七
年
ま
で
、
日
中
関
係
に
同
会
が
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
目

的
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
総
括
す
る
。

日
清
戦
争
後
、
日
本
で
の
「
清
国
保
全
論
」
と
中
国
で
の
日
本
ブ
ー
ム
と
い
う
背
景
が
あ
り
、
日
本
医
界
の
一
部
と
東
亜
同
文
会
の
幹
部

ま
と
め
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一
九
○
二
年
か
ら
一
九
一
二
年
の
草
創
期
に
は
民
間
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
中
国
に
お
け
る
日
本
の
利
益
と
多
く
か
か
わ
る

各
都
市
に
ま
ず
医
師
を
派
遣
、
日
露
戦
争
後
は
東
北
地
方
で
日
本
軍
政
署
の
病
院
を
継
承
・
運
営
す
る
。
ほ
ぼ
同
時
に
中
国
人
医
学
生
の
養

成
目
的
で
東
京
に
開
設
さ
れ
た
同
仁
医
薬
学
校
は
、
本
校
精
神
に
「
帝
国
の
進
運
を
翼
賛
」
と
記
す
。
当
時
創
刊
の
『
同
仁
」
誌
も
大
陸
経

営
を
論
ず
る
な
ど
政
治
色
が
強
く
、
さ
ら
に
中
国
情
報
誌
で
も
あ
っ
た
。

一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
五
年
頃
の
調
整
期
に
は
政
府
か
ら
多
額
の
国
庫
補
助
を
受
け
、
半
官
半
民
の
様
相
を
示
す
。
ま
た
中
国
侵
略
と

歩
調
を
合
わ
せ
、
満
鉄
へ
の
病
院
の
讓
渡
や
病
院
建
設
計
画
を
修
正
し
て
い
る
。
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
の
発
展
期
に
は
官
的

側
面
が
一
層
深
ま
り
、
一
連
の
侵
略
事
件
・
事
変
に
伴
う
日
本
軍
へ
の
協
力
は
中
国
医
界
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
彼
ら
の
失
望
も
招
く
。

他
方
、
一
九
三
○
年
に
は
中
国
医
薬
と
文
化
機
関
の
詳
細
な
調
査
事
業
も
新
た
に
開
始
し
て
い
た
。

各
地
同
仁
病
院
の
建
設
や
運
営
、
と
り
わ
け
北
京
病
院
は
欧
米
系
病
院
と
の
隠
然
た
る
軋
礫
が
あ
り
、
強
い
対
抗
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ

て
い
る
。
上
海
で
は
欧
米
の
医
界
と
対
立
し
、
日
本
の
医
学
権
威
を
確
立
さ
せ
る
病
院
を
目
指
し
た
が
、
建
設
す
ら
達
成
し
え
な
か
っ
た
。

患
者
も
キ
リ
ス
ト
系
欧
米
病
院
は
中
国
人
中
心
で
、
同
仁
会
病
院
は
日
本
人
・
中
国
人
が
半
々
だ
っ
た
。
一
方
、
二
○
年
代
の
同
仁
会
新
規

文
化
事
業
に
も
、
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
抗
意
欲
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
欧
米
系
の
優
勢
は
歴
史
背
景
・
資
金
量
と
も
に
明
ら
か
で
、
様
々

な
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
も
の
の
十
分
に
対
抗
し
え
ず
、
け
つ
き
よ
く
欧
米
の
影
響
を
削
ぐ
ほ
ど
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
中
国
に
は
日
本
の
医
学
・
医
療
へ
の
信
頼
が
近
代
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
同
仁
会
が
日
本
の
最
新
医
学
と
医
療
を
中
国
に
普
及

顕
在
化
し
、
実
生

並
行
し
て
い
た
。

に
よ
り
同
仁
会
が
設
立
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
近
隣
国
に
日
本
の
近
代
医
学
と
医
療
を
普
及
さ
せ
、
ひ
い
て
は
親
善
と
平
和
の
促
進
を
そ
の
活
動

目
的
と
し
て
い
た
。
当
初
は
民
間
組
織
の
色
彩
も
あ
っ
た
が
、
国
庫
補
助
に
活
動
資
金
を
依
存
し
始
め
る
と
、
目
的
は
次
第
に
政
治
・
外
交
．

経
済
に
お
け
る
日
本
の
国
益
確
保
に
裏
面
で
変
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
二
○
年
代
後
半
か
ら
の
日
中
関
係
の
悪
化
と
と
も
に
政
府
の
関
与
が

顕
在
化
し
、
実
態
は
ほ
ぼ
政
府
直
轄
と
も
い
え
る
「
対
ア
ジ
ア
利
益
医
療
団
体
」
に
ま
で
変
質
す
る
。
こ
れ
は
日
本
の
中
国
侵
略
過
程
と
も
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さ
せ
う
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。
中
国
の
医
師
と
連
携
し
た
活
動
も
各
種
実
行
し
て
い
た
。
し
か
し
二
○
年
代
後
半
か
ら
日
本
政
府
が
中
国
侵

略
を
強
め
る
と
、
医
療
活
動
は
反
日
運
動
に
さ
ら
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
仁
会
が
日
本
の
医
学
と
医
療
の
普
及
に
は
た
し
た
役
割
は
確
か

に
認
め
ら
れ
、
と
り
わ
け
中
国
訳
医
薬
書
は
両
国
の
関
係
を
超
え
て
受
け
容
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
活
動
は
反
日
運
動
の
抵

抗
を
受
け
、
つ
い
に
同
仁
会
の
あ
ら
ゆ
る
目
的
は
一
つ
と
し
て
結
実
を
見
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

す
る
と
同
仁
会
の
存
在
と
活
動
は
、
日
中
関
係
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
同
仁
会
の
担

っ
た
役
割
を
三
点
、
史
実
と
し
て
明
ら
か
に
し
え
た
。
第
一
に
日
本
の
中
国
侵
略
へ
の
協
力
、
第
二
に
欧
米
文
化
事
業
へ
の
対
抗
、
第
三
に

日
本
の
近
代
医
療
・
医
学
の
普
及
で
あ
る
。
再
度
そ
れ
ら
の
程
度
と
消
長
を
考
え
て
み
た
い
。

本
稿
で
は
論
及
の
範
囲
外
と
し
た
が
、
第
一
の
役
割
は
蘆
溝
橋
事
件
後
さ
ら
に
増
大
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
で
も
増
大
の
一
途

だ
っ
た
。
第
二
に
つ
い
て
は
十
分
に
達
成
し
え
な
か
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
果
た
せ
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
第
三
に
つ
い
て
は
当
初
か
な

り
成
果
を
収
め
つ
つ
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
が
原
因
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
時
間
的
に
も
程
度
的
に
も
侵
略
へ
の
協
力
こ

そ
が
、
日
中
関
係
に
お
い
て
同
仁
会
の
最
も
特
徴
的
な
役
割
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

同
仁
会
の
活
動
を
実
際
に
担
っ
た
の
は
医
療
従
事
者
で
あ
り
、
彼
ら
が
み
な
侵
略
な
い
し
侵
略
に
協
力
す
る
意
識
や
意
図
を
抱
い
て
い
た

は
ず
は
な
い
。
こ
れ
に
は
別
な
理
由
が
さ
ら
に
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
近
代
以
降
の
日
中
関
係
の
複
雑
さ
で
あ

本
稿
で
も
触
れ
た
が
、
近
代
化
を
中
国
よ
り
早
く
か
つ
急
速
に
成
し
遂
げ
た
日
本
は
、
日
清
戦
争
以
後
か
ら
軍
事
的
あ
る
い
は
政
治
・
経

済
的
に
も
優
位
に
立
ち
続
け
て
い
た
。
お
そ
ら
く
同
仁
会
の
全
員
に
そ
の
優
越
意
識
が
無
自
覚
的
で
あ
ろ
う
が
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ

れ
ゆ
え
侵
略
に
加
担
す
る
意
識
が
一
切
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
看
過
さ
ら
に
は
次
第
に
関
与
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

彼
ら
が
尽
力
し
た
第
二
・
第
三
の
役
割
ま
で
お
よ
そ
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

本
来
、
是
と
な
る
側
面
も
あ
っ
た
同
仁
会
の
活
動
は
結
局
、
現
代
に
肯
定
的
影
響
の
一
つ
も
道
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
で
千
を

ブ

｡
○
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越
え
る
会
員
が
四
○
年
間
の
努
力
を
傾
注
し
た
の
に
、
あ
た
か
も
無
に
帰
し
た
ご
と
く
。
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
研
究
も
皆
無
だ
っ
た
。
そ

の
理
由
は
上
述
の
ほ
か
に
も
ま
だ
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
要
因
が
複
雑
に
錯
綜
し
、
か
っ
て
一
面
的
な
分
析
や
評
価
を
拒
絶
し
て
き
た
よ
う
に
思

本
稿
は
同
仁
会
研
究
の
端
緒
を
開
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
史
料
の
探
索
と
分
析
が
続
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。

あ
る
い
は
本
稿
に
修
正
の
余
地
が
出
る
や
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

シ
っ
。

謝
辞

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
文
献
資
料
の
閲
覧
に
ご
便
宜
を
い
た
だ
い
た
東
京
大
学
医
学
図
書
館
・
国
立
国
会
図
書
館
東
洋
文
庫
・
北
里
大
学
白
金
図

書
館
・
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
・
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
・
中
国
中
医
研
究
院
中
国
医
史
文
献
研
究
所
・
北
京
医

科
大
学
図
書
館
、
お
よ
び
資
料
の
教
示
と
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
真
柳
誠
・
泉
彪
之
助
・
中
西
淳
朗
・
鄭
金
生
・
岡
田
靖
雄
・
梁
継
国
・
吉

川
正
洋
・
江
川
義
雄
・
程
之
範
・
張
大
慶
・
小
曽
戸
洋
・
加
納
喜
光
・
西
野
由
希
子
の
各
氏
に
衷
心
よ
り
深
謝
申
し
上
げ
る
。

引
用
文
献
と
注

（
１
）
馬
伯
英
ら
『
中
外
医
学
文
化
交
流
史
』
四
四
七
頁
、
上
海
・
文
匪
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
２
）
「
同
仁
医
学
」
三
巻
九
号
九
○
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
。

（
３
）
前
掲
文
献
（
１
）
、
四
四
八
～
四
四
九
頁
。

（
４
）
『
同
仁
医
学
」
二
巻
七
号
～
三
巻
九
号
「
民
国
医
界
名
士
録
」
（
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
九
年
～
一
九
三
○
年
）
に
記
載
さ
れ
た
日
本
の
医
学
校

卒
業
者
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
厳
智
鍾
（
国
民
政
府
衛
生
部
医
政
司
長
、
東
京
帝
大
医
一
九
一
五
年
卒
）
金
宝
善
（
国
民
政
府
衛
生
部
保
健
司
長
、

千
葉
医
大
一
九
一
八
年
卒
）
陳
方
之
（
国
民
政
府
衛
生
部
技
監
・
中
央
衛
生
試
験
所
長
・
医
博
、
東
京
帝
大
医
一
九
一
七
年
卒
）
伍
連
徳
（
国
民
政
府

軍
政
部
陸
軍
署
軍
医
司
長
、
東
京
帝
大
医
博
）
江
聖
釣
（
漸
江
伝
染
病
院
院
長
、
一
九
二
三
年
同
省
立
医
薬
専
門
学
校
教
授
、
大
阪
医
大
一
九
一
六
年
卒
）

石
増
栄
（
長
春
吉
長
鉄
路
総
医
院
院
長
・
医
博
、
南
満
医
学
堂
一
九
二
○
年
卒
、
京
都
帝
大
医
一
九
二
二
年
卒
）
余
森
（
国
民
政
府
陸
軍
軍
医
監
・
医
博
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九
州
帝
大
医
一
九
二
二
年
卒
）
周
威
（
一
九
二
七
年
南
京
特
別
市
衛
生
局
長
、
金
沢
医
専
一
九
○
九
年
卒
）
張
任
華
（
青
島
市
衛
生
局
長
、
長
崎
医
専

一
九
一
九
年
卒
）
呉
済
時
（
南
京
江
蘇
省
立
医
院
医
長
、
京
都
府
医
大
一
九
一
二
年
卒
）
侯
宗
様
（
北
京
協
和
医
学
校
教
授
・
医
博
、
南
満
医
学
堂
一

九
二
○
年
卒
、
京
都
帝
大
医
留
学
）
夏
禺
鼎
（
寧
波
第
一
公
立
医
院
医
師
・
南
京
挑
家
巷
城
南
医
院
医
師
、
九
州
帝
大
医
一
九
一
二
年
卒
）
葉
毅
（
一

九
一
二
年
響
桂
連
軍
医
院
院
長
、
岡
山
医
專
一
九
一
六
年
卒
）
湯
爾
和
（
北
平
大
学
生
物
学
教
授
・
医
博
、
一
九
一
二
年
国
立
北
京
医
学
専
門
学
校
長
、

一
九
一
二
年
王
寵
恵
内
閣
教
育
総
長
、
一
九
二
三
年
東
京
大
震
災
中
国
赤
十
字
会
慰
問
使
、
一
九
二
六
年
顧
維
鉤
内
閣
内
務
総
長
、
一
九
二
七
年
財
政
総
長
、

金
沢
医
専
一
九
一
○
年
卒
）
劉
曜
嶬
（
満
州
医
大
助
教
授
兼
遼
寧
医
学
専
門
学
校
教
授
・
医
博
、
一
九
二
八
年
京
都
帝
大
医
で
研
究
）
閻
徳
潤
（
満
州

医
大
教
授
・
医
博
、
一
九
二
九
年
東
北
帝
大
で
研
究
）
朱
其
輝
（
漸
江
医
薬
専
門
学
校
長
、
千
葉
医
専
一
九
一
四
年
卒
）
金
子
直
（
国
民
政
府
衛
生
部

課
長
、
千
葉
医
専
一
九
一
四
年
卒
、
早
稲
田
得
業
士
）
侯
硫
汝
（
天
津
特
別
市
衛
生
局
課
長
、
千
葉
医
専
一
九
○
八
年
卒
）
潟
啓
亜
（
南
通
医
科
大
学

教
授
兼
付
属
医
院
産
婦
人
科
主
任
、
東
京
女
子
医
專
卒
）
徐
調
明
（
国
立
北
京
大
学
医
学
院
院
長
兼
病
理
学
主
任
教
授
、
九
州
帝
大
医
一
九
一
八
年
卒
）

楊
暁
嵐
（
一
九
二
九
年
南
京
特
別
市
衛
生
試
験
所
長
兼
衛
生
局
技
術
課
長
、
東
北
帝
大
医
一
九
一
五
年
卒
、
一
九
二
八
年
東
京
伝
研
で
研
究
）
万
家
福
（
一

九
一
六
年
湘
江
第
六
師
衛
戌
病
院
長
兼
軍
医
部
長
、
金
沢
医
専
一
九
○
八
年
卒
）
盛
在
垳
（
湘
江
病
院
長
兼
斯
江
省
立
医
薬
専
門
学
校
教
授
、
大
阪
高
等

医
一
九
一
四
年
卒
）
汪
尊
美
（
元
湘
江
省
立
医
薬
専
門
学
校
教
授
、
大
阪
高
等
医
一
九
一
五
年
卒
）
汪
桐
美
（
元
湘
江
省
立
医
薬
専
門
学
校
校
長
、

大
阪
医
大
一
九
一
六
年
卒
）
葉
茉
衡
（
元
江
蘇
省
立
医
学
専
門
学
校
薬
学
主
任
・
北
平
大
学
医
学
院
教
授
、
長
崎
医
専
一
九
二
年
卒
）
察
文
森
二

九
一
三
～
一
九
二
二
年
江
蘇
省
立
医
学
専
門
学
校
校
長
、
京
都
高
等
医
一
九
一
二
年
卒
）
丁
求
真
（
杭
州
西
湖
肺
湧
療
養
院
長
兼
湘
江
医
薬
専
門
学
校
教

授
、
千
葉
医
専
一
九
一
四
年
卒
）
余
巌
（
社
会
医
報
編
集
主
任
・
元
漸
江
省
立
医
薬
専
門
学
校
教
授
、
大
阪
医
大
卒
）
李
国
幹
（
漢
口
特
別
市
衛
生
局
長
兼

市
立
医
院
長
、
京
都
帝
大
医
一
九
一
九
年
卒
）
郭
埼
元
（
上
海
東
南
医
科
大
学
校
長
兼
東
南
医
院
長
、
千
葉
医
専
一
九
二
二
年
卒
）
孫
洞
環
（
東
三
省

陸
軍
衛
戌
病
院
長
、
大
阪
高
等
医
一
九
一
○
年
卒
）
李
定
（
南
洋
医
学
院
教
務
長
、
千
葉
医
専
卒
）
謝
篶
寿
（
上
海
東
南
医
科
大
学
教
授
、
一
九
二
一

年
東
京
帝
大
医
科
選
科
）
王
佶
（
湘
江
省
立
医
学
専
門
学
校
教
授
、
千
葉
医
大
一
九
二
四
年
卒
）
王
世
桔
（
第
五
路
軍
兵
姑
医
院
院
長
、
長
崎
医
大
一

九
二
四
年
卒
）
呉
宗
慶
（
上
海
南
洋
医
学
院
院
長
兼
事
務
長
、
愛
知
医
專
一
九
一
八
年
卒
）
孫
孝
寛
（
南
洋
医
学
院
外
科
講
師
、
京
都
帝
大
医
一
九
二

○
年
卒
）
夏
建
安
（
上
海
南
洋
医
学
院
病
理
学
教
授
、
大
阪
医
大
一
九
一
七
年
卒
）
石
錫
砧
（
北
平
大
学
医
学
院
眼
科
教
授
、
東
北
帝
大
医
一
九
一
二

年
卒
）
黄
震
亜
（
漸
江
省
立
医
学
専
門
学
校
教
務
長
兼
教
授
、
東
北
帝
大
医
一
九
一
五
年
卒
）
濡
其
填
（
元
国
立
北
京
医
科
大
学
教
授
、
岡
山

医
大
一
九
二
三
年
卒
）
戴
尚
文
（
南
通
大
学
医
科
教
授
、
東
京
帝
大
選
科
卒
業
、
伝
研
研
究
員
）
戴
隷
齢
（
鎮
江
弘
仁
医
院
院
長
、
元
北
京
陸
軍
軍
医
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（
Ｍ
）

（
胆
）

（
蛆
）

（
Ⅳ
）

（
喝
）

（
四
）

（
別
）

九
九
一
年
。

（
Ⅱ
）
同
仁
会
『

（
吃
）
前
掲
文
献

（
昭
）
南
京
に
派

（
８
）
入
沢
達
吉
「
渡
清
雑
感
」
「
同
仁
」
五
号
七
～
八
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
○
六
年
。

（
９
）
橋
川
時
雄
編
「
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
」
（
復
刻
版
）
五
一
二
頁
、
東
京
・
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二
年
。

（
Ⅲ
）
泉
彪
之
助
「
魯
迅
日
記
に
お
け
る
医
療
ｌ
第
二
報
医
療
関
係
者
・
医
療
機
関
」
福
井
県
立
短
期
大
学
研
究
紀
要
第
十
六
号
六
～
九
頁
、
一

（
５
）
高
読
秋
・
真
柳
誠
「
丁
福
保
与
中
日
伝
統
医
学
交
流
」
『
中
華
医
史
雑
誌
」
第
二
十
二
巻
三
号
一
七
五
～
一
八
○
頁
、
一
九
九
二
年
。

（
６
）
吉
野
作
造
「
渭
国
で
働
く
日
本
人
教
師
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
二
十
三
巻
五
号
七
八
頁
、
一
九
○
九
年
。

（
７
）
程
之
範
・
張
大
慶
「
近
代
医
学
体
系
的
萌
芽
」
董
光
壁
編
『
中
国
近
現
代
科
学
技
術
史
」
第
十
二
篇
一
○
九
五
頁
、
長
沙
・
湖
南
教
育
出

大
卒
）

版
社
、
一
九
九
七
年
。

学
校
校
長
、
長
崎
医
專
一
九
○
九
年
卒
）
崔
紹
衡
（
北
平
女
子
産
科
学
校
校
長
、
大
阪
医
大
一
九
一
六
年
卒
）
周
夢
白
（
中
華
民
国
薬
学
会
執
委
、
一

九
二
○
年
北
里
研
究
所
化
学
室
研
究
）
都
光
済
（
貴
州
省
立
医
院
院
長
、
千
葉
医
専
一
九
一
七
年
卒
）
湯
記
湖
（
上
海
東
南
医
学
院
医
務
長
、
千
葉
医

南
京
に
派
遣
さ
れ
た
早
川
記
作
が
『
同
仁
』
誌
に
寄
せ
た
手
紙
に
よ
る
と
、
彼
が
出
発
の
際
、
中
国
留
学
生
な
ど
よ
り
数
通
の
紹
介
状
を
も

ら
い
、
到
着
後
非
常
な
便
宜
と
援
助
を
得
た
と
い
う
（
「
清
国
南
京
通
信
」
『
同
仁
」
一
号
一
六
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
○
六
年
）
。

前
掲
文
献
（
Ⅱ
）
、
一
○
三
頁
。

大
谷
是
空
「
長
江
沿
岸
に
於
け
る
日
本
医
師
の
成
功
」
『
同
仁
』
六
五
号
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
年
。

前
掲
文
献
（
Ⅱ
）
、
八
二
頁
。

安
西
金
平
「
漢
口
動
乱
に
直
面
し
て
」
「
同
仁
」
第
一
巻
七
号
二
三
～
二
四
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
二
七
年
。

前
掲
文
献
（
Ⅱ
）
、
一
二
○
～
一
二
一
頁
。

五
百
木
良
三
「
革
命
戦
況
実
地
視
察
談
」
『
同
仁
」
六
八
号
九
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
一
二
年
。

前
掲
文
献
（
叩
）
、
五
頁
。

『
同
仁
会
四
十
年
史
」
六
七
五
～
六
七
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
四
三
年
。

（
Ⅲ
）
、
九
頁
。
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（
皿
）
中
山
茂
「
日
中
科
学
技
牽

修
館
書
店
、
一
九
九
八
年
。

（
躯
）
前
掲
文
献
（
皿
）
、
一
二

（
羽
）
前
掲
文
献
（
皿
）
、
一
九

（
別
）
真
柳
誠
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
北
京
医
科
大
学
図
書
館
所
蔵
の
同
仁
会
漢
訳
医
学
害
に
は
以
下
の
書
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
奥
付
か
ら
見
る

限
り
日
本
で
印
刷
・
製
本
さ
れ
て
お
り
、
印
刷
・
発
行
年
と
も
に
日
本
の
年
号
で
記
さ
れ
て
い
る
。

医
学
博
士
・
林
春
雄
著
「
薬
理
学
」
一
九
三
○
年
一
月
一
○
日
発
行
。
医
学
博
士
・
石
原
忍
著
・
初
版
『
眼
科
学
』
一
九
三
二
年
三
月
二
五
日

発
行
。
第
二
版
「
眼
科
学
』
一
九
三
三
年
一
二
月
二
○
日
発
行
。
医
学
博
士
・
橋
田
邦
彦
著
「
生
理
学
」
一
九
三
四
年
九
月
三
○
日
発
行
。
医

学
博
士
・
中
村
政
司
著
「
児
科
学
』
一
九
三
五
年
八
月
二
五
日
発
行
。
入
沢
達
吉
監
修
『
内
科
学
」
第
一
巻
一
九
三
三
年
十
月
二
五
日
発
行
、

同
第
二
巻
一
九
三
四
年
四
月
二
○
日
発
行
、
同
第
三
巻
一
九
三
五
年
三
月
三
○
日
発
行
、
同
第
四
巻
（
上
）
一
九
三
六
年
九
月
五
日
発
行
。
医

学
博
士
・
茂
木
蔵
之
助
著
『
外
科
学
」
（
各
論
上
）
一
九
三
六
年
一
月
一
日
発
行
。
『
外
科
学
』
（
各
論
中
）
一
九
四
○
年
一
月
二
十
日
発
行
。
医

学
博
士
・
平
光
吾
一
著
『
組
織
学
」
一
九
三
六
年
五
月
一
日
発
行
。
医
学
博
士
・
安
井
修
平
著
「
婦
科
学
」
一
九
三
六
年
八
月
一
日
発
行
。
医

学
博
士
・
木
下
正
中
著
『
助
産
学
』
一
九
三
七
年
四
月
一
○
日
発
行
。
医
学
博
士
・
木
村
哲
二
著
「
病
理
学
』
（
上
）
一
九
三
七
年
四
月
三
○
日

発
行
、
同
（
下
）
一
九
三
八
年
六
月
一
五
日
発
行
。
医
学
博
士
・
西
成
甫
著
『
精
選
解
剖
学
」
一
九
三
七
年
一
二
月
二
○
日
発
行
。
医
学
博
士
．

土
肥
章
司
著
「
皮
盧
及
性
病
学
」
一
九
四
三
年
五
月
一
五
日
発
行
。

（
弱
）
『
同
仁
医
学
』
第
九
巻
六
号
二
三
頁
、
一
九
三
六
年
、
同
第
十
巻
五
号
五
二
頁
、
一
九
三
七
年
、
東
京
・
同
仁
会
。

（
恥
）
前
掲
文
献
（
皿
）
、
一
九
七
～
一
九
八
頁
。

（
”
）
泉
彪
之
助
編
、
内
山
正
雄
・
児
島
享
ら
著
『
魯
迅
と
上
海
内
山
書
店
の
思
い
出
」
二
○
頁
、
泉
彪
之
助
発
行
、
一
九
九
六
年
（
非
売
品
）
。

（
羽
）
『
同
仁
医
学
」
第
三
巻
九
号
九
一
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
。

（
羽
）
「
同
仁
医
学
』
第
三
巻
六
号
九
二
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
。

（
別
）
「
同
仁
医
学
」
第
九
巻
六
号
二
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
六
年
。

レ
ナ
プ
つ
）
○

「
日
中
科
学
技
術
史
に
お
け
る
国
際
関
係
」
吉
田
忠
・
李
廷
挙
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
科
学
技
術
巻
」
四
七
七
頁
、
東
京
・
大

（
皿
）
、
一
二
二
頁
。

（
皿
）
、
一
九
八
～
二
○
三
頁
（
湯
器
が
湯
爾
和
の
息
子
で
あ
る
と
い
う
の
は
一
九
四
二
年
出
版
の
幼
松
著
蕩
爾
和
先
生
』
一
八
四
頁
に
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（
虹
）
前
掲
文
献
（
ｕ
）
、
二
八
頁
の
旧
役
員
の
名
簿
に
よ
る
。

（
蛇
）
秦
佐
八
郎
・
宮
川
米
次
「
中
国
医
師
講
習
会
よ
り
帰
り
て
」
『
同
仁
』
第
四
巻
七
号
一
五
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
。

（
粥
）
入
沢
達
吉
「
支
那
の
旅
」
『
入
沢
先
生
の
演
説
と
文
章
」
八
○
四
頁
、
入
沢
内
科
同
窓
会
、
一
九
三
二
年
。

（
“
）
『
同
仁
医
学
』
第
三
巻
五
号
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
。

（
媚
）
前
掲
文
献
（
羽
）
所
引
の
「
湯
爾
和
先
生
」
一
八
五
～
一
九
三
頁
に
よ
る
。

（
妬
）
「
同
仁
会
医
院
年
度
別
患
者
統
計
表
」
（
『
同
仁
会
三
十
年
史
」
三
三
八
～
三
四
○
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
二
年
）
、
お
よ
び
前
掲
文
献
（
Ⅱ
）

の
八
四
～
八
五
頁
・
一
○
六
～
一
○
七
頁
・
二
○
～
二
一
頁
、
二
四
～
二
五
頁
の
統
計
よ
り
作
成
。

（
灯
）
前
掲
文
献
（
Ⅱ
）
一
二
九
～
一
三
八
頁
、
『
同
仁
医
学
」
第
四
巻
十
一
号
六
七
～
六
八
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
一
年
。

（
蛆
）
『
医
薬
評
論
』
七
○
期
、
上
海
・
医
薬
評
論
社
、
一
九
三
一
年
。

（
蛸
）
『
同
仁
医
学
』
第
五
巻
三
号
八
五
～
八
七
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
二
年
。

（
調
）
前
掲
文
献
（
Ⅱ
）
、
一
八
三
～
一
八
五
頁

（
柵
）
「
同
仁
」
第
四
巻
五
号
一
三
頁
、
一
九
三
○
年
、
同
第
九
巻
九
号
二
二
頁
、
一
九
三
五
年
、
同
第
十
巻
十
号
二
三
頁
、
一
九
三
六
年
、
東
京
．

（
瓠
）
『
同
仁
医
学
」
第
十
一
巻
八
号
九
二
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
八
年
。

（
躯
）
『
同
仁
医
学
』
第
九
巻
九
号
七
九
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
六
年
。

（
詔
）
山
崎
朋
子
『
ア
ジ
ア
女
性
交
流
史
』
一
○
五
頁
、
東
京
・
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
。

（
弘
）
前
掲
文
献
（
皿
）
、
一
八
七
～
一
九
三
頁
。

（
妬
）
『
同
仁
』
第
四
巻
七
号
一
五
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
○
年
。

（
調
）
『
同
仁
」
第
十
巻
九
号
七
一
頁
、
『
同
仁
医
学
」
第
九
巻
九
号
八
○
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
六
年
。

（
師
）
前
掲
文
献
（
ｕ
）
、
一
九
三
～
一
九
四
頁
。

（
錦
）
「
同
仁
医
学
」
第
十
巻
八
号
八
二
頁
、
同
五
号
九
四
頁
、
同
七
号
八
六
頁
、
一
九
三
七
年
、
同
第
九
巻
九
号
七
八
頁
、
一
九
三
六
年
、
東
京
．

同
仁
会
。

同
仁
会
。
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「
医
薬
評
論
』
七
八
期
三
～
四
頁
、
上
海
・
医
薬
評
論
社
、
一
九
三
二
年
。

『
同
仁
医
学
」
第
五
巻
八
号
一
○
○
～
一
○
三
頁
、
東
京
・
同
仁
会
、
一
九
三
二
年
。

『
医
薬
評
論
』
八
二
期
三
六
～
三
八
頁
、
上
海
・
医
薬
評
論
社
、
一
九
三
二
年
。

「
医
薬
評
論
』
八
三
期
一
～
三
頁
、
上
海
・
医
薬
評
論
社
、
一
九
三
二
年
。

「
近
現
代
史
辞
典
」
三
○
七
頁
、
東
京
・
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
八
年
。

「
中
国
医
学
百
科
全
書
医
学
史
』
一
○
一
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

『
医
薬
評
論
』
一
八
期
四
○
頁
、
上
海
・
医
薬
評
論
社
、
一
九
二
九
年
。

（
茨
城
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
）


